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２．事業の概要と成果 

（１） プロジェクト目標

の達成度 

（今期事業達成目標） 

本事業のプロジェクト目標は「タジキスタン共和国のドゥシャンベ

教員養成大学及びラシュト教員養成大学において、バリアフリー化、

就学促進、人材育成を通してIEを学び実践するための基盤が築かれ

る。」であった。ハード面では拠点大学であるラシュト教員養成大学

のバリアフリー化工事によって、現在在籍している障がい者53名を

含む約4,000名すべての学生の高等教育へのアクセシビリティが向上

した。一方、ソフト面では、教員養成大学の教員8名に「障がい研

修」、「IE研修」、日本人専門家による対面での「授業のユニバーサル

デザイン化と合理的配慮についての研修」を通じて人材育成したこと

で、拠点大学にて学生がIEを学び実践するための基盤を整備した。

またラシュト及び近郊4地域で障がい当事者と保護者を対象に実施し

た進学説明会を通して、拠点大学におけるハード面とソフト面の両方

の基盤が築かれたことを周知し、拠点大学への就学を促した。 

（２）活動内容 

 

1. ラシュト教員養成大学のバリアフリー化 

 拠点大学であるラシュト教員養成大学において、建物入口8ヵ

所へのスロープ取り付け、段差解消、通路8ヵ所のフラット化及

び障がい者用トイレ6基を含む全26基を備えたバリアフリート

イレを建設した。バリアフリートイレ用貯水タンクの設置場所に

ついて、水圧がより強くなるとともに、メンテナンスや清掃がし

やすくなるという利点があることから、当初は屋外で地上3メー

トルの高さに設置予定だったが、地面に変更した（変更届（オ）

参照）。しかしその後、貯水タンクを屋外に設置した場合、冬期

の寒さが厳しいラシュト地域ではタンク内の水が凍結する恐れが

あることが明らかになったため、建設するトイレの屋根裏に設置

することとした（変更届（ケ）参照）。竣工後、日本の外務省

ODAロゴが入った看板を3ヵ所に設置した。 

 

2. 就学支援 

タジキスタン共和国の東部5地域にて、社会的に情報弱者にな

りやすい障がい当事者と保護者を対象に進学説明会を開催し、竣

工したラシュト教員養成大学のバリアフリー設備に関する情報や

大学進学に必要な試験や手続き等について紹介した。ラシュト地

域にて25名、タジカバド地域にて18名、ヌロボド地域にて39

名、タヴィルダラ地域にて24名、ジルガトル地域にて25名の計

131名が参加した。また、ラシュト地域の主要メディアの1つで

ある地元紙 "Subkhi Rasht"に本活動の内容を掲載し、障がい者

とその家族が定期的に利用する市役所、病院、ヘルスポスト、障

がい者が通う学校に配付し、障がい者の就学の機会を周知した。 

 

3. 教職課程における人材育成と教職課程指導実例集の作成 

3-1教職課程を担当する大学教員へのTOT研修 

拠点大学の全6学部（自然科学部、地理学部、経済学部、歴史

と法学部、言語学部、教育学部）1の大学教員8名を対象研修員

とし、IEに精通した国内の専門家による①「障がい研修」を計4

日間、②「IE研修」を計4日間実施した。 

 ①「障がい研修」については、4日間の研修を受けた8名の研

修員は、学生に講義するための計画及び指導案を作成し模擬授業

を実施し、その後161名の学生を対象に4日間に亘り「障がい」

について講義した。国内専門家による4日間の「障がい研修」の

うち2日間は、自閉症の子どもたちのための施設及び視覚障がい
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1 2021年 11月に4学部から6学部に学部が再編された。 

者の寄宿舎学校を見学した。 

②「IE研修」についても①「障がい研修」と同様に、8名の研

修員は4日間の研修を受けた後、学生に講義するための計画及び

指導案を作成し、模擬授業を実施後、161名の学生を対象に4日

間に亘り「IE」について講義した。計画では、ドゥシャンベ市内

のIEに関連する施設を4日間訪問予定であったが、研修を実施

した8月に同施設が夏季休暇中であったことから、3日間はドゥ

シャンベ市内のホテルにおいて国内のIE専門家による研修を実

施し、4日目にドゥシャンベから南に約120キロの地点に位置す

るバフシュにある車いす工房を視察した（変更届（エ）参照）。

研修員による講義を受講した学生に対しては、講義受講証を配付

した（変更届（ク）参照）。「IE」についての講義を受けた161名

の学生のうち24名の学生が、ラシュト市1番校で3日間にわた

る教育実習を実施した。 

 

3-2日本人専門家による「授業のユニバーサルデザイン化と合理的配

慮についての研修」 

ラシュト教員養成大学の研修員8名に加え、先行事業で支援し

たドゥシャンベ教員養成大学の研修員7名を対象に、タジキスタ

ンの教育事情に造詣の深い日本人専門家が、「授業のユニバーサ

ルデザイン化と合理的配慮についての研修」を対面で4日間実施

した。前述の通り、同研修後、研修員は学生に講義するための計

画及び指導案を作成した。ドゥシャンベ教員養成大学の研修員に

ついて、8名のうち1名が研修開催時期に病気療養中だったため

同研修を受講できなかった（変更報告書（ク）参照）。研修員が

指導案を作成する段階において、同専門家が研修員への指導と助

言を行った。前述の通り、研修を受けた8名の研修員は模擬授業

を経て、合計161名の学生へ講義を実施した。 

 

3-3大学教員用教職課程指導実例集の作成 

前述した3-1「障がい研修」と「IE研修」及び3-2「授業のユ

ニバーサルデザイン化と合理的配慮についての研修」内で作成さ

れた、学生に講義をするための計画及び講義後の記録を教職課程

指導実例集としてまとめた。完成した指導実例集には、当会及び

ODAステッカーを貼付し、講義に活用できるよう研修員8名が所

属する6学部137名の教員に配付した。 

 

4. IEネットワークの拡大とタジキスタンIE教育施策への提言書の

提出 

タジキスタン国内教育現場においてIEをさらに促進するた

め、IEネットワーク参加者による情報共有会を3回実施した。

当初は、先行事業で構築したネットワークに加え、ラシュト教

員養成大学、障がい者支援団体、障がい当事者団体のメンバー2

名を各回に招聘する予定だったが、本事業の研修員1名も各回

に招聘することで、拠点校で始まったばかりのIEに関する講義

のフィードバックなどが共有され、情報共有会が活発化した

（変更報告書（ク）参照）。また、今期事業の情報共有会では、

タジキスタン政府内で改訂中の「IEにおける国家概念的枠組

み」に対する参加者の意見を反映させた提言書を作成し、最終
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回に教育科学省担当官に提出した。 

（３）達成された成果 

   

 

1. ラシュト教員養成大学のバリアフリー化 

【成果】障がいの有無に関わらず、ラシュト教員養成大学の学生が不

自由なく学校施設を利用することができる。 

【指標】障がい者を含む学生を対象とした事前事後のアンケート調査

において、「段差や溝などで通行や利用を妨げられることなく学校施

設を利用できる」という回答が80％以上となる。 

 

拠点大学において、建物入口へのスロープ設置、段差解消、通路の

フラット化及び障がい者用トイレを備えたバリアフリートイレの建設

を実施した。これにより、現在在籍している障がい者53名を含めた

約4,000人すべての学生や学校関係者が、すべての建物にアクセスす

ることが可能となった。また、障がい者が通学しやすい環境を整備し

た。拠点校の障がいのある学生を対象としたバリアフリー化工事に関

する事前事後アンケートにおいて、事前アンケートでは、回答者19

人中15人が「正面入口の階段や構内の移動において、段差や溝があ

るために不便を感じたことがある」と回答したが、事後アンケートで

は回答者18名全員（100％）が「段差や溝などで通行や利用を妨げら

れることなく学校施設を利用できる」と回答した。 

 

2. 就学支援 

【成果】教員養成大学への就学を検討する障がいのある学生が増加す

る。 

【指標】進学説明会参加者へのアンケートで、「教員養成大学入学に

関する有益な情報が得られた」という回答が80％以上となる。 

 

東部5地域において、障がい当事者と保護者を対象に進学説明会を

実施し、計131名が参加した。進学説明会実施後のアンケートで、参

加者全員（100%）が「ラシュト教員養成大学への就学に関し、有益な

情報が得られた」と回答した。 

 

3. 教職課程における人材育成と教職課程指導実例集の作成 

【成果】ラシュト教員養成大学及びドゥシャンベ教員養成大学におい

て、障がいやIEを教授する大学教員が育成され、必要な教材が開

発・整備される。 

【指標】 

① TOT研修を受講した大学教員の講義を受けた学生の事後テストの

正答率が80％以上となる。 

IEに精通した教員を養成するため全4学部の大学教員8名を

対象にし、IEに精通した国内の専門家により、「障がい研修」及

び「IE研修」をそれぞれ計4日間実施した。同研修員の「障が

い」についての講義を受講した学生の事後テストの正答率は

94％であった。同講義を受講した140名の学生からは「障がい者

も社会の一員である、又はあるべきだ」「障がい者がアクセスし

やすい環境づくりが必要である」との声が多く寄せられた。ま

た、「IE」についての講義を受講した学生の事後テストの正答率

は92％であった。同研修を受講した161名の学生からは「特別

な支援が必要な生徒について個別の教育支援計画を作成すること

が有効であると周りに伝えていきたい」「障がいの有無に関わら

ず、すべての人に教育を受ける権利があるとタジキスタンの憲法
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で保障されていると学んだ」等の声が寄せられた。 

「IE」についての講義を受けた161名の学生のうち24名の学

生がラシュト市1番校で3日間の教育実習を実施した。教育実習

を実施した学生からは「障がい児のいる普通学級での教育実習と

いう、大変貴重な経験ができた。合理的配慮は障がい児だけでな

く、学習遅れの子どもにも有効だということを講義で学んだ。子

どもたちの能力は一人ひとり異なるため、教育現場では様々な手

法を用いてそれぞれに寄り添った授業をすべきだと感じた。」と

の声が寄せられた。 

 

② 日本人専門家による、授業のユニバーサルデザイン化及び合理的

配慮についての研修に参加したドゥシャンベ教員養成大学及びラ

シュト教員養成大学の教員が、授業のユニバーサルデザイン化と

合理的配慮について理解し、事後テストの正答率が90％以上とな

る。 

ラシュト教員養成大学の研修員8名に加え、先行事業で支援し

たドゥシャンベ教員養成大学の研修員7名を対象に、タジキスタ

ンの教育事情に造詣の深い日本人専門家が、「授業のユニバーサ

ルデザイン化と合理的配慮についての研修」を対面で4日間実施

した。また、研修員が作成した指導案に対する助言も行った。同

専門家の講義を受講した研修員15名の事後テストの正答率は

97.50％であった。研修員からは「日本での事例をタジキスタン

でどのように応用できるか考える課題がとても有意義で勉強にな

った」「研修を受ける前は、障がい者について誤った理解をして

おり、障がい者と接することを恐れていた。研修を受け、障がい

者に対する考えが良い方向に変わった。研修内容をより多くの人

に共有し、IEに関する理解を促進したい」との声が寄せられ

た。 

 

③ 大学教員用IE教職課程指導実例集が改訂され、ラシュトの教員

養成大学において配付される。また、その実例集活用説明会の参

加者を対象にした事後のアンケート調査において、「有効に活用

したい」という回答が80％以上となる。 

3-1「障がい研修」と「IE研修」及び3-2「授業のユニバーサ

ルデザイン化と合理的配慮についての研修」内で作成された、学

生に講義をするための計画及び実施後の記録を教職課程指導実例

集としてまとめた。完成した指導実例集を研修員が所属する全4

学部137名の教員に配付し、講義に活用できるよう整備した。実

例集活用説明会参加者へのアンケートで、回答者の94%が「実例

集を有効に活用したい」と回答した。本説明会を通して、ラシュ

ト教員養成大学に所属する教員がIE教職課程指導実例集の使い

方を理解した。 

 

4. IEネットワークの拡大とタジキスタンIE教育施策への提言書の

提出 

【成果】ラシュト地域の障がい者支援関連団体を含むIEネットワー

クが拡大し、高等教育におけるIEの実践を記録したビデオを通して

議論が活発化され、IE教育施策へ提言書が提出される。 

【指標】 

① 情報共有会参加者へのアンケートで「IE教育施策へ提言するため

の有用な情報を得られた」、「IEの実践を記録したビデオを通し
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て、IE実践現場の理解が深まった」という回答が80％以上とな

る。 

同情報共有会参加者へのアンケートで「IEの推進に向けて有用な情報

を得られた」という回答が 96%、「IE の実践を記録したビデオを通し

て、IE実践現場の理解が深まった」という回答が86%となった。 

 

前述の活動内容1.ラシュト教員養成大学のバリアフリー化、2.就学

支援、3.教職課程における人材育成と教職課程指導実例集の作成、4.IE

ネットワークの拡大とタジキスタン IE 教育施策への提言書の提出の

結果は、SDGsのターゲット4.3「2030年までに、すべての人々が男女

の区別なく、安価で質の高い技術教育、職業教育、及び大学を含む高

等教育への平等なアクセスを得られるようにする。」、4.4「2030 年ま

でに、技術的・職業的スキルなど、雇用、働きがいのある人間らしい

仕事及び起業に必要な技能を備えた若者と成人の割合を大幅に増加さ

せる。」、4.5「2030年までに、教育におけるジェンダー格差を無くし、

障害者、先住民及び脆弱な立場にある子どもなど、脆弱層があらゆる

レベルの教育や職業訓練に平等にアクセスできるようにする。」の達成

に寄与した。 

また、拠点大学のバリアフリー化を通して、ターゲット 4.a「子ど

も、障害、及びジェンダーに配慮した教育施設を構築・改良し、すべ

ての人々に安全で非暴力的、包摂的、効果的な学習環境を提供できる

ようにする。」さらに、ターゲット11.7「2030 年までに、女性・子ど

も、高齢者及び障害者を含め、人々に安全で包摂的かつ利用が容易な

緑地や公共スペースへの普遍的アクセスを提供する。」の達成にも貢献

した。 

加えて、同拠点大学の卒業生が教員として全国様々な地域で IE を

実践することにより、ターゲット4.1「2030 年までに、全ての子供が

男女の区別なく、適切かつ効果的な学習成果をもたらす、無償かつ公

正で質の高い初等教育及び中等教育を修了できるようにする。」の達成

にも寄与した。 

（４）持続発展性 事業の持続性 

建設したバリアフリートイレを含む施設については、拠点大学へ譲

渡書類を手交し、当会の事業完了後には、拠点大学の責任のもと維持

管理、修繕を実施することを明文化した。また、3 年間の無償保証期

間内であれば必要に応じて施工した建設会社に無償で補修を依頼でき

るように体制を整えた。 

教職課程構築については、先行事業拠点校であるドゥシャンベ教員

養成大学において、先行事業研修員が所属する4学部の教員が実施す

る週 1 度の総合学習の時間に IE の授業が実施されており、IE 教育課

程指導実例集が活用されている。本事業においても、ラシュト教員養

成大学の教員が研修や模擬授業を経て IE を教える実践を積み、改訂

された同指導実例集を活用しながら、学生を育成していく。同指導実

例集は、引き続き両教員養成大学で持続的に活用されることが期待さ

れる。 

先行事業で構築された IE ネットワークは、本事業でラシュト地域

に対象地域を拡大した。本事業で開催した計3回の情報共有会では、

タジキスタン国内の IE に関する取り組みの方向性や課題などについ

て活発な意見交換がなされ、同共有会実施後、現在同国政府内で改訂

中の「IEにおける国家概念的枠組み」への提言書が、タジキスタンの

教育政策実施機関であるタジキスタン教育アカデミー（Tajikistan 

Academy of Education）を介して教育省に提出された。 


